
史遊ｻﾛﾝ通信 (史遊会通信継承) No.255(1)                                                                            

     

 

十
一
月
は
三
戸
岡
さ
ん
の
「
不
動
産
の
秘
話
」

今
年
最
後
の
サ
ロ
ン
例
会
の
月
、
形
に
と
ら
わ
れ

な
い
自
由
な
会
に
し
よ
う
と
、
講
演
や
執
筆
も
事
前

に
お
願
い
す
る
こ
と
な
く
、
た
だ
日
時
と
会
場
の
み

を
お
知
ら
せ
す
る
形
で
や
っ
て
き
た
。 

ま
だ
、
先
行
き
に
見
通
し
を
得
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
参
加
者
も
十
数
名
、
通
信
の
原
稿
も
十

頁
以
上
で
、
雑
談
形
式
で
の
会
合
も
い
つ
も
時
間
い

っ
ぱ
い
の
盛
況
、
史
遊
サ
ロ
ン
後
援
の
『
著
書
出

版
』
も
六
編
ほ
ど
名
乗
り
を
上
げ
て
頂
い
て
い
る
。 

サ
ロ
ン
の
性
格
か
ら
新
規
会
員
の
勧
誘
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
も
ち
ろ
ん
新
ら
た
な
参
加
は
大
歓
迎
。 

さ
て
、
今
月
は
三
戸
岡
道
夫
さ
ん
か
ら
「
不
動
産

の
秘
話
」
と
い
う
お
話
が
伺
え
る
予
定
で
あ
る
。 

三
十
年
ほ
ど
前
に
、
不
動
産
会
社
の
社
長
も
四
年

間
ほ
ど
お
や
り
に
な
っ
た
経
験
が
あ
り
、 

一
、 

カ
ラ
オ
ケ
と
不
動
産 

二
、 

海
外
旅
行
と
不
動
産 

三
、 

巨
大
不
動
産
の
処
分
方
法 

四
、 

海
外
不
動
産
の
扱
い
方 

な
ど
に
つ
い
て
具
体
例
も
含
み
お
話
さ
れ
ま
す
の

で
、
録
音
・
記
録
は
遠
慮
し
て
下
さ
い
と
の
こ
と
。 

そ
の
他
、
サ
ロ
ン
通
信
等
に
紹
介
さ
れ
た
話
題
に

つ
い
て
も
雑
談
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

「
三
保
」
・「(

旧)

江
尻
宿
」
散
策 

中 

島 

茂 

 

三
保
は
駿
河
湾
に
突
き
出
た
一
〇
キ
ロ
ほ
ど
の
砂

嘴
で
、
古
来
名
勝
の
地
と
し
て
知
ら
れ
、
二
〇
一
三

年
六
月
「
世
界
文
化
遺
産
富
士
山
構
成
資
産
」
と
し

て
登
録
さ
れ
た
。 

Ｊ
Ｒ
清
水
駅
前
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
約
三
十

分
で
「
三
保
の
松
原
入
口
」
に
着
く
。 

ま
ず
平
安
期
か
ら
の
古
社
「
御
穂
神
社
」
を
参
拝

し
た
。 

こ
こ
か
ら
「
三
保
の
松
原
」
ま
で
の
約
五
百
メ
ー

ト
ル
は
「
神
の
道
」
と
言
わ
れ
る
。 

松
並
木
に
は
さ
ま
れ
た
幅
約
三
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

約
五
〇
セ
ン
チ
の
板
の
道
は
拭
き
清
め
ら
れ
、
歩
い

て
い
る
と
清
々
し
い
気
持
ち
に
満
た
さ
れ
る
。 

「
神
の
道
」
を
渡
り
き
る
と
、
目
の
前
に
「
三
保

の
松
原
」
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
日
十
月
十
五
日

は
好
天
の
土
曜
日
と
あ
っ
て
、
か
な
り
の
人
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
た
。 

松
原
に
入
っ
て
す
ぐ
に
「
エ
レ
ー
ヌ
の
碑
」
が
目

に
入
っ
た
。
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
シ
ン
プ
ル
な
石
碑

で
、
表
面
に
舞
姫
の
レ
リ
ー
フ
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

エ
レ
ー
ヌ
・
ジ
ュ
グ
ラ
リ
ス
夫
人(

一
九
一
六
～

五
一)

は
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
に
生
ま
れ
、

幼
少
か
ら
西
洋
舞
踏
に
打
ち
込
ん
だ
が
、
あ
き
足
ら

ぬ
思
い
を
い
だ
い
て
い
た
。 

や
が
て
日
本
の
能
に
め
ぐ
り
合
い
、
こ
れ
が
世
界

で
も
っ
と
も
シ
ン
プ
ル
で
完
璧
な
演
劇
で
あ
る
こ
と

に
心
を
打
た
れ
る
。 

能
楽
「
羽
衣
」
を
題
材
に
、
第
二
次
大
戦
直
後
の

パ
リ
で
創
作
舞
踏
を
発
表
し
好
評
を
博
し
た
が
、
あ

今
月
の
史
遊
サ
ロ
ン
は
予
定
通
り
第
三
土

曜
日
の
十
一
月
十
九
日
で
す
。
会
場
は
定
例

の
銀
座
ル
ノ
ア
ー
ル
八
重
洲
北
口
会
議
室
。 

な
お
、
来
年
正
月
の
史
遊
サ
ロ
ン
も
予
定

通
り
第
三
土
曜
日
の
一
月
二
十
一
日
で
す
。 

年
末
の
「
読
書
感
想
文
」
も
例
年
通
り
お

寄
せ
下
さ
れ
ば
一
月
号
に
予
定
し
ま
す
。 
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い
つ
ぐ
公
演
中
、
天
女
が
天
上
に
消
え
て
い
く
場
面

で
倒
れ
、
二
年
後
白
血
病
で
世
を
去
っ
た
。 

夫
の
マ
ル
セ
ル
は
妻
の
遺
志
を
果
た
す
べ
く
、
新

聞
社
の
極
東
特
派
員
の
職
を
得
て
来
日
し
、
一
九
五

二
年
三
保
の
松
原
に
、
地
元
の
人
々
の
暖
か
い
協
力

を
得
て
、
妻
の
記
念
碑
を
建
立
し
た
。 

記
念
碑
の
下
に
は
夫
人
の
遺
髪
が
納
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
。 

左
脇
を
見
る
と
、
一
メ
ー
ト
ル
四
方
ぐ
ら
い
の
小

さ
な
石
碑
が
あ
り
、
短
い
詩
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

           

訳
者
の
有
永
弘
人
氏
は
、
私
が
東
北
大
学
文
学
部

に
在
学
し
て
い
た
こ
ろ
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
科
の
主
任

教
授
を
さ
れ
て
い
た
。 

懐
旧
の
想
い
に
ふ
け
り
な
が
ら
、
「
羽
衣
の
松
」

に
歩
を
進
め
た
。 

現
在
の
松
は
三
代
目
、
樹
齢
二
〇
〇
年
と
言
わ
れ

る
が
、
衰
え
も
目
立
ち
、
平
成
二
十
二
年
に
世
代
交

代
を
果
し
た
。 

静
岡
県
は
樹
勢
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
、
地
中
に

張
っ
た
根
の
近
辺
に
木
炭
を
埋
め
込
み
、
そ
の
隙
間

に
宿
る
細
菌
の
力
を
利
用
し
て
松
の
養
分
吸
収
力
を

高
め
る
試
み
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
と
い
う
。 

駿
河
湾
を
の
ぞ
む
波
打
ち
ぎ
わ
に
出
る
と
、
外
人

の
観
光
客
も
ち
ら
ほ
ら
目
に
入
っ
た
。 

伊
豆
半
島
の
山
波
は
く
っ
き
り
と
見
え
る
が
、
富

士
山
は
薄
雲
に
け
む
っ
て
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
。 

二
十
年
ほ
ど
前
、
私
は
近
く
の
清
水
南
高
校
に
在

職
し
て
お
り
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
生
徒
を
見
て
、
次

の
歌
を
詠
ん
だ
。 

き
さ
ら
ぎ
の 

光
鋭
き
砂
浜
を 

 

若
き
等ら

走
る 

富
士
を
彼
方
に 

こ
の
日
の
三
保
の
風
景
は
今
も
忘
れ
が
た
い
。 

雪
を
い
た
だ
く
富
士
、
駿
河
湾
、
伊
豆
半
島
の
三

者
が
き
び
し
い
冬
の
大
気
の
も
と
に
見
事
に
調
和

し
、
深
い
感
動
を
覚
え
た
。 

遠
い
日
々
を
回
想
し
な
が
ら
海
沿
い
の
遊
歩
道
を

歩
き
、
三
保
の
入
口
「
西
折
戸
」
に
出
た
。 

こ
の
あ
た
り
は
海
水
の
浸
食
が
は
げ
し
く
、
二
十

年
前
に
く
ら
べ
る
と
海
岸
線
が
だ
い
ぶ
食
い
込
ん
で

い
る
。
護
岸
工
事
も
三
保
地
区
の
大
き
な
課
題
の
一

つ
で
あ
る
。 

西
折
戸
か
ら
バ
ス
で
約
三
十
分
「
新
清
水
」
で
下

車
、
数
分
歩
い
て
巴
川
の
ほ
と
り
に
出
る
。 

川
は
ゆ
っ
た
り
と
川
幅
一
杯
に
流
れ
、
河
口
は
清

水
港
に
通
ず
る
。
江
戸
時
代
清
水
湊
は
幕
府
の
直
轄

領
で
あ
り
、
巴
川
の
す
ぐ
東
に
展
開
し
た
「
江
尻

宿
」
と
深
い
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
。 

「
江
尻
」
と
は
巴
川
の
尻(

下
流)

を
意
味
し
、

「
江
尻
宿
」
は
江
戸
時
代
の
初
期
巴
川
の
作
る
砂
洲

上
に
で
き
た
宿
場
町
で
あ
つ
た
。 

二
キ
ロ
に
及
ぶ
江
尻
宿
は
商
家
、
旅
籠
は
も
と
よ

り
、
鍛
冶
町
・
鋳
物
師
町
・
紺
屋
町
な
ど
が
並
び
、

活
況
を
呈
し
た
。 

天
保
十
四
年(

一
八
四
三)

に
は
本
陣
二
軒
、
脇
本

陣
二
軒
、
戸
数
一
三
四
〇
軒
、
人
口
六
四
九
八
人
を

数
え
た
と
い
う
。 

し
か
し
明
治
維
新
以
降
の
時
代
の
変
動
に
揺
さ
ぶ

ら
れ
、
太
平
洋
戦
争
時
の
戦
火
で
町
並
み
は
ほ
と
ん

ど
消
失
し
、
さ
ら
に
高
度
経
済
成
長
期
の
新
し
い
町

つ
く
り
に
と
も
な
い
、
昭
和
四
十
七
年
に
は
「
清
水

銀
座
」
と
改
称
さ
れ
、
過
去
の
な
つ
か
し
い
地
名
も

ま
っ
た
く
消
え
た
。 

い
ま
「
清
水
銀
座
」
を
歩
い
て
み
て
も
、
か
つ
て

の
宿
場
町
を
偲
ば
せ
る
も
の
は
何
も
遺
さ
れ
て
い
な

い
。 今

年
六
月
末
か
つ
て
「
本
陣
」
を
営
ん
だ
寺
尾
家

の
子
孫
の
方
の
尽
力
で
建
て
ら
れ
た
「
江
尻
宿
寺
尾

本
陣
碑
」
が
、
往
事
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
な
っ
て
い
る

だ
け
で
あ
る
。 

そ
れ
で
も
巴
川
の
ほ
と
り
に
出
て
。
ゆ
っ
た
り
と

し
た
水
の
流
れ
を
眺
め
て
い
る
と
、
水
運
に
恵
ま
れ

た
か
つ
て
の
宿
場
町
の
繁
栄
が
脳
裏
に
浮
か
ん
で
く

る
よ
う
で
あ
る
。 

(

平
成
二
十
八
年
十
月
十
九
日
記) 
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出
雲
大
社
再
考
（
一
〇
） 

 
近
世
最
大
危
機
佐
太
神
社
紛
争
（
２
） 

 
 
 
 

唯
一
神
道
（
吉
田
神
道
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
上 

邦
治 

 

古
代
で
の
神
道
は
、
自
然
崇
拝
、
祖
霊
崇
拝
が
柱

で
あ
っ
た
。
律
令
時
代
以
降
、
伊
勢
信
仰
が
加
わ
る

が
、
平
安
期
に
入
る
と
、
仏
教
に
よ
る
影
響
を
強
く

受
け
、
「
神
も
ま
た
仏
に
救
い
を
求
め
る
存
在
で
あ

る
」
と
の
考
え
か
ら
、「
仏
が
主
・
神
が
従
」
と
す

る
「
本
地
垂
迹
説
」
（
天
照
大
神
の
本
地
仏
は
大
日

如
来
、
八
幡
神
は
菩
薩
な
ど
）
が
広
ま
り
、
神
仏
習

合
が
始
ま
っ
た
。
「
両
部
神
道
」
（
真
言
密
教
の
胎
蔵

界
は
内
宮
天
照
大
神
、
金
剛
界
は
外
宮
祭
神
豊
受
大

神
）
、
天
台
宗
と
比
叡
山
麓
の
日
吉
神
社
の
神
々

（
山
王
）
を
本
地
垂
迹
説
に
当
て
は
め
た
「
山
王
神

道
」
な
ど
で
あ
る
。
鎌
倉
期
に
は
、
伊
勢
神
宮
外
宮

の
神
官
度
会
行
忠
が
「
伊
勢
神
道
」
を
唱
え
、
天
照

大
神
を
祭
神
と
す
る
伊
勢
神
宮
の
由
緒
を
説
い
た
。 

室
町
期
に
入
り
、
吉
田
兼
倶
（
一
四
三
五
～
一
五

一
一
）
が
、
「
反
本
地
垂
迹
説
」
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
神
道
を
統
合
化
す
る
と
と
も
に
、
全
神
祇
の
根
源

と
し
て
大
元
宮
斎
場
所
（
神
国
第
一
之
霊
場
）
を
創

設
し
、
絶
対
主
義
的
な
神
道
思
想
で
あ
る
「
吉
田
神

道
」
を
唱
え
た
。 

神
道
に
は
「
本
地
垂
迹
神
道
」「
両
部
習
合
神

道
」「
元
本
宗
源
神
道
」（
唯
一
神
道
）
の
三
種
類
あ

り
、
唯
一
神
道
こ
そ
、
天
地
開
闢
の
混
沌
の
中
に
初

め
て
生
じ
た
国
常
立
尊
以
来
、
天
照
大
神
、
天
児
屋

命
（
天
孫
降
臨
の
と
き
、
瓊
瓊
杵
尊
に
お
供
を
し
た

神
事
の
元
締
め
で
、
卜
の
役
目
し
た
中
臣
の
遠
祖
）

を
経
て
、
他
教
に
混
濁
さ
れ
る
こ
と
な
く
継
承
さ
れ

て
き
た
唯
一
純
粋
な
神
道
で
あ
る
と
し
た
。
吉
田
家

は
そ
の
天
児
屋
命
を
遠
祖
と
す
る
こ
と
で
、
神
道
の

最
高
位
た
る
「
神
祇
管
領
長
上
」
を
名
乗
り
、
正
当

性
の
裏
付
け
と
し
た
の
で
あ
る
。 

神
祇
官
の
亀
卜
を
掌
る
下
級
技
術
吏
官
に
過
ぎ
な

い
吉
田
家
が
、
神
道
の
頂
点
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
吉
田
兼
倶
が
当
時
最
も
『
日
本
書
紀
』
に
精

通
し
て
お
り
、
神
道
を
理
論
化
し
、
始
め
て
教
説
を

完
成
さ
せ
、
具
体
的
な
斎
場
所
を
設
け
た
こ
と
で
あ

っ
た
。
応
仁
の
乱
と
い
う
混
乱
期
に
紛
れ
、
遠
祖
を

天
児
屋
命
と
す
る
偽
の
系
図
や
、
皇
室
の
権
威
を
利

用
し
た
公
的
斎
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
唯
一
神
道
を

確
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
戦
国
期
以
降
、
吉
田
家
は

神
道
界
の
最
高
権
威
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
く
の
で

あ
る
。 

寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
江
戸
幕
府
は
、「
諸
社

禰
宜
神
主
法
度
」（
神
社
御
条
目
）
を
制
定
、
神
職

統
制
の
基
本
と
し
た
。
こ
の
中
で
、
伊
勢
神
宮
や
京

都
の
有
名
神
社
を
除
き
、
神
職
の
位
階
に
つ
い
て

は
、
吉
田
家
の
神
道
栽
許
状
を
必
要
と
定
め
た
こ
と

で
、
全
国
の
神
社
・
神
職
を
統
轄
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
御
条
目
は
、
公
家
と
の
関
係
を

も
た
な
い
多
数
の
諸
社
神
職
に
と
っ
て
は
、
吉
田
家

に
依
頼
す
れ
ば
事
足
れ
る
こ
と
に
な
り
、
都
合
は
よ

か
っ
た
。 

 
 伊

勢
神
宮
に
並
ぶ
と
自
負
す
る
出
雲
大
社
は
、
こ

の
ま
ま
で
は
吉
田
家
の
支
配
下
に
な
る
事
を
恐
れ
、

古
来
か
ら
出
雲
国
造
は
、
惣
検
校
職
を
兼
ね
て
、
出

雲
国
内
の
神
社
を
祭
っ
て
き
た
と
し
、
こ
れ
ま
で
通

り
恒
久
的
執
行
権
を
、
朝
廷
に
願
い
出
た
の
で
あ

る
。
寛
文
七
年
霊
元
天
皇
か
ら
「
永 

宣
旨
」
を
下

賜
さ
れ
、
当
社
に
限
っ
て
、
他
家
の
支
配
を
受
け
る

こ
と
な
く
、
万
事
国
造
の
処
理
に
従
う
こ
と
が
、
こ

れ
に
よ
り
保
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

佐
太
神
社
は
神
社
御
条
目
に
定
め
ら
れ
、
幕
府

に
認
め
ら
れ
た
吉
田
家
を
頼
り
、
一
方
大
社
は
天
皇

か
ら
の
宣
旨
を
以
て
、
こ
れ
に
対
抗
し
た
の
で
あ

る
。 こ

う
し
て
両
社
の
訴
訟
は
、
幕
府
対
朝
廷
の
様
相

を
み
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

（
こ
の
項
続
く
） 
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─

元
官
幣
大
社
・
正
一
位
勲
一
等─

 

越
前
国
一
の
宮 

気
比
神
宮
の
謎 

諸 

橋 
 

奏 

 

越
前
国
一
宮 

気
比
神
宮
は
福
井
県
敦
賀
市
曙
町

に
あ
る
。
主
祭
神
は
伊
奢
沙
別
命

い
ざ
さ
わ
け
の
み
こ
と

。 

「
気
比
」
（
笥
飯
）
の
初
見
は
、
日
本
書
紀
巻
六

(

垂
仁
天
皇)

に
、
崇
神
天
皇
の
世
に
、
「
額ぬ

か

に
角つ

ぬ

有

る
人
、
一

ひ
と
つ

の
船
に
乗
り
て
、
越
国

こ
し
の
く
に

の
笥
飯
浦

け

ひ

の
う

ら

に
泊

れ
り
」
で
、
「
何

い
づ
れ

の
国
の
人
ぞ
」
の
質
問
に
「
対
へ

て
曰
は
く
、
意
富
加
羅
国
王

お

ほ

か
ら

く
に

の
こ

き
し

の
子
、
名
は

都
怒
我
阿
羅
斯
等

つ

ぬ

が

あ

ら

し

と

、
亦
名
は
宇
斯
岐
阿
利
叱
智

う

し

き

あ

り

し

ち

干
岐

か

ん

き

と
曰
ふ
」
と
あ
る
。(

「
つ
ぬ
が
」
か
ら
「
敦
賀
」

が)
 こ

の
こ
と
か
ら
、
崇
神
天
皇
の
時
代
す
で
に
笥
飯

(

気
比)

と
呼
ば
れ
、
食
物
に
深
く
か
か
わ
り
が
あ

り
、
良
港
で
異
国
人
が
渡
来
し
、
そ
の
文
化
が
伝
来

し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

朝
鮮
半
島
と
日
本
海
沿
岸
の
国
々
は
か
な
り
早
い

時
代
か
ら
日
本
海
を
内
海
と
し
て
交
流
が
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
。 

朝
鮮
半
島
南
部
と
本
州
の
中
国
地
方
西
端
・
北
九

州
地
方
は
朝
鮮
海
峡
を
挟
ん
で
指
呼
の
間
で
あ
る
。

た
だ
こ
の
海
峡
の
日
本
海
沿
岸
に
は
対
馬
海
流
が
、

朝
鮮
半
島
南
東
沿
岸
に
は
東
鮮
暖
流
が
北
上
し
て
い

る
。 

古
代
、
海
流
の
影
響
は
多
大
で
あ
っ
た
。
東
シ
ナ

海
を
南
か
ら
北
上
し
て
来
る
黒
潮
は
南
西
諸
島
の
北

で
列
島
の
太
平
洋
側
を
東
北
に
流
れ
る
黒
潮
と
日
本

海
側
に
入
る
潮
流
と
に
分
れ
る
。
日
本
海
に
入
っ
た

対
馬
海
流
に
は
三
つ
の
流
れ
が
あ
る
。
山
陰
か
ら
北

陸
沿
岸
を
洗
う
も
の
、
隠
岐
西
で
分
れ
佐
渡
で
合
流

す
る
も
の
、
朝
鮮
半
島
南
部
沿
岸
か
ら
日
本
海
中
央

部
を
東
へ
、
男
鹿
半
島
で
合
流
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
海
流
に
対
応
し
て
航
海
の
安
全
祈
願
の
神
社

が
。 対

馬
国
一
宮
は
海
神

わ
た
つ
み

神
社
」、
隠
岐
国
一
宮
「
由

良
比
女
神
社
」
の
元
の
名
は｢

和
多
須
神

わ

た

す

の

か

み｣

、
佐
渡
国

一
宮
が
「
度
津

わ

た

つ

神
社
」
と
古
代
海
上
交
通
の
要
所
に

海
神

わ
た
つ
み

が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。 

更
に
弥
生
時
代
を
象
徴
す
る
稲
作
の
神
に
つ
い
て

の
説
話
に
も
海
流
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。 

石
見
国
の
佐
比
売

さ

ひ

め

神
話
は
、
佐
比
売(

ち
び
姫
・

乙お
と

子
狭
姫

ご

さ

ひ

め

・
種
姫
＝
水
の
神
・
農
耕
の
神)

の
家
に

旅
の
神
が
泊
り
、
母
親
の
大
宜
都
比
売

お

お

げ

つ

ひ

め(

穀
物
の
神)

が
、
身
体
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
食
べ
物
を
出
し
て
も
て

な
し
た
と
こ
ろ
、
旅
の
神
は
失
礼
だ
と
怒
り
、
大
宜

都
比
売
を
斬
っ
て
し
ま
っ
た
。
死
に
際
し
母
神
は
狭

姫
に
「
形
見
の
品
を
持
っ
て
東
の
国

・

・

・

へ
行
き
な
さ

い
」
と
い
っ
て
亡
く
な
っ
た
。
ち
び
姫
は
母
の
身
体

か
ら
出
て
き
た
「
馬
や
蚕
、
大
豆
、
稲
、
麦
、
小
豆

な
ど
」
を
持
っ
て
、
か
わ
い
が
っ
て
い
た
赤
い
羽
根

の
雁
の
背
に
乗
り
「
青
い
海

・

・

・

の
上
を
東
の
國
を
目
ざ

し
て
飛
ん
で
」
大
島(

益
田
市)

や
狭
姫
山

さ

ひ

め
や

ま(

益
田
市

比
礼
振

ひ

れ

ふ

る

山や
ま)

な
ど
石
見
西
部
を
経
て
、
東
部
大
田
の

三
瓶
山

さ

ん

べ
さ

ん(

一
一
二
六
メ
ー
ト
ル)

に
降
り
立
っ
た
。
こ

う
し
て
石
見
一
帯
に
豊
か
な
実
り
を
も
た
ら
し
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。 

続
い
て
の
丹
波
国

た
ん
ば
の
く
に

の
神
話
は
有
名
で
あ
る
。 

『
丹
波
国
風
土
記
』(

残
欠)

に
よ
れ
ば
「
丹
波
と
い

う
わ
け
は
、
昔
、
豊
受
大
神
が
伊
去
奈
子
嶽

い

ざ

な

ご

だ

け(

磯
砂

い
さ
な
ご

山
・
六
六
一
メ
ー
ト
ル)

に
天
降
ら
れ
た
時
に
、

天
道

あ
め
の
み
ち

日
女
命

ひ
め
の
み
こ
と(

饒
速
日
命

に
ぎ
は
や
ひ
の
み
こ
と

の
妃)

等
が
大
神
に
五
穀

お
よ
び
桑
蚕

く

わ

ご

等
の
種
を
求
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
豊

受
大
神
は
こ
の
嶽
に
真
奈
井

ま

な

い

を
掘
り
、
そ
の
水
を
そ

そ
ぎ
田
畑
を
作
り
種
を
植
え
ら
れ
た
。
秋
に
は
八
握

り
も
あ
る
穂
が
た
れ
て
実
に

快
こ
こ
ろ
よ

か
っ
た
。
豊
受
大

神
は
こ
れ
を
見
て
大
変
歓
喜
さ
れ
、
あ
な
に
え
し
田

庭(

立
派
に
実
っ
た
田
庭

た

に

は

で
あ
る)

と
お
っ
し
ゃ
り
、

再
び
高
天
原

た
か
ま
の
は
ら

に
登
ら
れ
た
。
ゆ
え
に
田
庭

た

に

は

と
い
う
の

で
あ
る
」
と
。 

序
で
な
が
ら
、
古
代
，
丹
後
は
も
と
も
と
古
代
丹

波
の
大
国
で
あ
っ
た
が
、
元
明
天
皇
の
和
銅
六
年

(

七
一
二)

に
旧
丹
波
国
か
ら
五
郡(

加
佐
郡
、
與
謝

郡
、
竹
野
郡
、
丹
波
郡(

現
中
部)

、
熊
野
郡)

を
割さ

い
て
丹
後
国(

た
に
は
の
み
ち
の
し
り)

と
命
名
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。 

気
比
神
宮
の
地
理
的
な
条
件
を
見
る
と
、
朝
鮮
南

部
か
ら
青
い
海
を
対
馬
海
流
に
の
っ
て
山
陰
か
ら
沿

岸
を
東
に
進
む
と
奥
丹
後
半
島
を
め
ぐ
っ
て
若
狭
湾
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に
入
る
。
湾
の
西
の
奥
に
は
丹
後
国
一
宮
籠
神
社

が
、
湾
中
央
部
に
は
若
狭
国
一
宮
若
狭
彦
神
社
が
、

そ
し
て
東
奥
の
行
き
ど
ま
り
に
、
越
前
国
一
宮
気
比

神
宮
が
鎮
座
し
て
い
る
。 

「
日
本
海
の
海
岸
線
が

敦
賀
で
東
西
性
が
南
北
性
に
変
わ
る
と
こ
ろ
に
位
置

し
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
か
か
る
地
勢
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
西
の
朝
鮮
か
ら
の
渡
来
人
も
そ
の
文
化
も
こ

の
地
に
定
着
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
敦
賀
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。 

気
比
神
宮
の
「
土
公

ど

こ

う

」（
周
囲
に
卵
形
の
石
を
八

角
形
に
め
ぐ
ら
し
た
盛
地)

は
笥
飯

け

ひ

大
神
が
背
後
の

神
体
山
天
筒
山

て

づ

つ
や

ま

か
ら
こ
こ
に
降
臨
し
た
聖
地
で
あ
る

と
い
う
。
謎
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
籠
神
社
の
豊
受

大
神
の
神
話
と
類
似
の
水
田
稲
作
伝
来
説
話
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

な
お
、
海
神

わ
た
つ
み

の
「
ワ
タ
」
、
若
狭
の
「
ワ
カ
サ
」

は
朝
鮮
語
で
あ
る
と
い
う
。 

扨
て
、
改
め
て
な
ぞ
多
き
気
比
神
宮
に
つ
い
て
考

察
す
る
と
。 

ま
ず
、
そ
の
社
名
「
気
比
神
宮
」
。
気
比
は
笥
飯

け

ひ

で
、
笥け

は
食
物
を
盛
る
う
つ
わ
、
飯ひ

は
「
め
し
」。

食
を
食け

と
い
う
の
は
笥
が
転
じ
て
食
物
・
食
事
に
な

っ
た
も
の
。
従
っ
て
気
比
大
明
神
、
笥
飯
大
神
、

御
食
津

み

け

つ

大
神
は
同
じ
神
の
こ
と
。
更
に
は
宇
迦
之

う

か

の

御
魂
神

み
た
ま
の
か
み

、
豊
受

と
よ
う
け

大
神(

ウ
カ
は
ウ
ケ
の
古
形
で
食

物)

、
大
宜
津

お

お

げ

つ

比
売
神
、
保
食
神

う
け
も
ち
の
か
み

な
ど
、
そ
の
性
格

上
、
同
一
神
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
五
穀
を
つ
か
さ

ど
る
食
物
神
の
こ
と
で
あ
る
。
気
比(

笥
飯)

大
神
の

神
名
は
「
名
は
体(

実
体)

を
表
す
」
の
言
事

こ
と
わ
ざ(

言
葉

と
出
来
事)

通
り
、
水
田
稲
作
の
伝
来
、
定
着
を
物

語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

次
い
で
主
祭
神
「
伊
奢
沙

い

ざ

さ

別

命

わ
け
の
み
こ
と

」。 

気
比
神

宮
は
か
つ
て
は
笥
飯
宮
と
よ
ん
で
新
羅
の
王
子
天
日

槍
を
伊
奢
沙
別
命
と
し
て
ま
つ
っ
て
い
た
と
い
う
。 

言
語
学
者
の
金
沢
庄
三
郎
教
授(

一
八
七
二
～
一

九
六
七)

に
よ
れ
ば
、「
宇
佐
神
宮
の
宇
佐
の
サ(

佐)

も
新
羅
の
原
号
で
あ
っ
た
ソ
、
す
な
わ
ち
そ
の
「
民

族
名
ソ
」
か
ら
出
た
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
伊
奢
沙

別
の
サ(

奢
・
沙)

も
ま
た
、
天
日
槍
が
そ
こ
か
ら
渡

来
し
た
と
さ
れ
て
い
る
新
羅
の
そ
れ
か
ら
き
た
も
の

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。」(

金
達
寿
『
日
本
の
中
の
朝

鮮
文
化
５
』)

。
と
い
う
わ
け
で
伊
奢
沙
別(

別わ
け

は
古

代
の
姓

か
ば
ね)

は
新
羅
渡
来
の
氏
族
の
こ
と
を
指
す
と
み

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

当
然
に
胆
狭
浅

い

さ

さ

の
大
太
刀
を
も
っ
て
渡
来
し
た
天

日
槍(

但
馬
国
一
宮
出
石
神
社
祭
神)

の
こ
と
で
も
あ

る
。
ま
た
そ
れ
は
崇
神
朝
に
笥
飯
浦
に
上
陸
し
た
、

額ぬ
か

に
角つ

ぬ

有
る
人
意
富
加
羅
国
王
の
子
、
都
怒
我
阿
羅

斯
等
と
同
定
し
て
い
い
よ
う
で
あ
る
。
角
鹿

つ

ぬ

が

は
冑

か
ぶ
と

の
こ
と
と
思
わ
れ
、
イ
サ
サ
の
大
刀
と
と
も
に
武
具

や
鉄
製
品
の
伝
来
を
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
ろ

う
。 

祭
神
に
つ
い
て
は
主
祭
神
伊
奢
沙
別
の
他
に
、
神
功

皇
后
は
じ
め
六
柱
が
合
祀
さ
れ
て
い
る
。
気
比
神
宮

に
縁
の
深
い
神
々
と
い
わ
れ
、
日
本
武
尊─

仲
哀
天

皇─

応
神
天
皇
は
親
子
、
仲
哀
天
皇
と
神
功
皇
后
は

夫
婦
で
あ
り
、
神
功
皇
后
と
玉
妃
命
は
姉
妹
の
関
係

に
あ
る
。
武
内
宿
禰
命
は
仲
哀
天
皇
夫
婦
に
仕
え
た

重
要
人
物
。 

伝
承
に
よ
れ
ば
気
比
神
宮
と
仲
哀
天
皇
・
神
功
皇

后
と
の
か
か
わ
り
は
、
仲
哀
二
年
正
月
、

気
長
足
姫

お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め

尊
み
こ
と

を
皇
后
と
し
た
仲
哀
天
皇
は
二
月
、

角
鹿
に
行
幸
し
行
宮

あ
ん
ぐ
う(

笥
飯
宮)

を
建
て
て
住
居
と
し

た
。
三
月
の
熊
襲
征
伐
に
は
神
功
皇
后
は
仲
哀
天
皇

の
命
で
、
敦
賀
か
ら
出
発
し
て
豊
浦
津

と

ゆ

ら
の

つ

へ
。 

所
で
神
功
皇
后
の
神
話
に
つ
い
て
は
、「
三
七
二

年
、
百
済
の
肖
古
王
、
倭
に
使
者
を
送
り
、
七
支
刀

な
ど
を
贈
る
」(

新
訂
『
日
本
の
歴
史
』
総
括
年
表

(1)
、
朝
日
新
聞
社
編)

と
「
三
六
九
年
、
倭
、
朝
鮮

に
出
兵
、
半
島
南
部
を
勢
力
下
に
置
く
」(

『
日
本

の
歴
史
事
典
』
山
田
美
佐
子
編
・
大
創
出
版)

と
を

軸
と
し
た
私
見

・

・

神
功
皇
后
年
譜
は
次
の
如
く
で
あ

る
。(

謎
の
四
世
紀
後
葉) 

三
六
一
年 

仲
哀
天
皇
元
年
。 

三
六
二
年 

気
長
足
姫
尊
、
皇
后
に
な
る
。 

三
六
九
年 

二
月
、
仲
哀
天
皇
急
死
。 

九
月
、
神
功
皇
后
三
韓
遠
征
を
行

う
。 

帰
還
後
の
十
二
月
、
後
の
応
神
天
皇

を
筑
紫
で
出
産
。
摂
政
を
行
う
。 
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応
神
天
皇
の
異
母
兄
、
麛
坂
王

か
ご
さ
か
の
み
こ

と

忍
熊
王

お
し
く
ま
の
み
こ

を
討
た
せ
る
。 

三
七
二
年 

百
済
が
七
支
刀(

三
六
九
年
紀
年
銘)

を
献
上
す
る(

実
際
に
は
三
七
一
年

と
も) 

三
八
九
年 
崩
御
。(

参
考
『
知
っ
て
お
き
た
い

日
本
の
神
話
』
武
光
誠) 

一
方
、
気
比
神
宮
の
神
社
界
に
お
け
る
社
格
を
検

証
す
る
と
「
官
幣
大
社
」
は
社
格
筆
頭
、
「
正
一
位

勲
一
等
」
の
神
階(

神
位)

は
畿
外
最
高
位
、
更
に
、

明
治
二
八
年
、
「
神
社
か
ら
神
宮
に
昇
格 

(

二
四
神

宮
号)

」
と
古
代
か
ら
歴
代
の
皇
室
の
尊
崇
な
し
に

は
な
り
得
な
い
全
国
八
万
社
の
頂
点
に
位
置
す
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。 

既
述
の
如
く
か
つ
て
は
地
方
神
よ
り
も
国
家
神
と

し
て
そ
の
神
威
が
あ
り
、
し
か
も
古
代
、
大
陸
と
朝

鮮
半
島
か
ら
の
高
度
の
文
化
の
受
皿
と
な
っ
て
こ
れ

を
琵
琶
湖
経
由
で
逸
速
く
畿
内
に
も
た
ら
し
た
功
は

甚
大
だ
っ
た
こ
と
が
み
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
こ
れ
ら
の
功
績
と
は
別
に
、
皇
室
に
と
っ
て
特
別

の
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
も
窺
え
る
。 

三
世
紀
末
か
ら
四
世
紀
に
成
立
し
た
初
期
ヤ
マ
ト

政
権
の
支
配
者
の
性
格
は
、
多
分
に
呪
術
的
な
も
の

で
あ
っ
た
と
古
墳
の
副
葬
品
か
ら
考
え
ら
れ
て
い

る
。 仲

哀
天
皇
は
、
神
功
皇
后
に
託か

か

っ
て
の
「
新
羅
征

伐
の
神
託
」
を
疑
い
「
神
の
言

み
こ
と

」
を
用
い
な
か
っ

た
祟
り(

神
が
人
を
と
が
め
る
た
め
に
下
す
わ
ざ
わ

い)

で
急
死
す
る
。 

ま
た
、
そ
の
直
後
、
神
功
皇
后
の
命
を
受
け
た
武

内
宿
禰
は
皇
后
の
御
子
応
神
天
皇
の
異
母
兄
で
あ
る

麛
坂
王

か
ご
さ
か
の
み
こ

と
忍
熊
王

お
し
く
ま
の
み
こ

と
を
討
つ
。
麛
坂
王
は
「
赤
い

猪
」
に
食
い
殺
さ
れ
、
忍
熊
王
は
欺
か
れ
て
逃
げ
場

を
失
い
「
自
分
は(

偽
り
の
言
葉
を
信
じ
て)

だ
ま
さ

れ
た
。」
と
「
水
に
潜
っ
て
」
瀬
田
の
渡
り
に
憤

死
。 日

本
民
族
は
そ
の
形
成
以
来
、
自
然
の
理
法
・
目

に
見
え
な
い
カ
ミ
の
は
た
ら
き(

惟
神

か
む
な
が
ら

の
道)

を
尊

崇
す
る
精
神
文
化
を
中
心
と
し
て
生
活
し
て
き
て
い

た
が
仲
哀
天
皇
は
そ
の
カ
ミ
の
託
宣
を
疑
い
、
無
視

し
た
咎
め
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
神

功
皇
后
の
、
応
神
天
皇
の
異
母
兄
殺
害
は
、
人
倫
の

道
に
反
す
る
こ
と
と
し
て
咎
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
の
非
業
の
最
期
を
遂
げ
た
人
々
の
怨
霊

は
、
ま
ず
丁
寧
に
祀
り
、
神
と
し
て
崇
め
う
や
ま
う

し
か
、
そ
の
祟
り
を
鎮
め
る
法
が
な
い
こ
と
か
ら
、

以
後
の
王
権
が
そ
の
慰
撫
に
腐
心
し
た
結
果
が
今
に

み
る
「
気
比
神
宮
」
の
社
格
名
に
残
っ
て
い
る
わ
け

で
、
古
来
の
日
本
民
族
の
心
の
奥
を
垣
間
見
せ
て
く

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

な
お
、
こ
の
社
格
制
度
は
昭
和
二
十
年(

一
九
四

五)

十
二
月
に
、
占
領
軍(

Ｇ
Ｈ
Ｑ)

か
ら
出
さ
れ
た

「
神
道
指
令
」
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
が
、
社
格

名
だ
け
は
旧
称
と
し
て
今
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。 

 
(

『
神
社
の
基
礎
知
識
』
高
見
寛
孝) 

 [

参
考
文
献](

本
文
中
に
明
記
し
た
一
部
を
除
く) 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
五
～
巻
第
十(

神
社
新
報
社) 

『
日
本
書
紀
(上)
全
現
代
語
訳
』
宇
治
谷
孟(

講
談

社) 

『
日
本
の
歴
史
』
総
括
年
表
(1) 

朝
日
新
聞
社
編 

『
新
編
日
本
史
』
朝
比
奈
正
幸
他(

原
書
房) 

『
一
宮
巡
拝
の
旅
』
入
江
孝
一
郎(

み
く
に
書
房) 

『
日
本
廻
国
記
一
宮
巡
歴
』
川
村
二
郎(

講
談
社) 

『
諸
国
一
宮
と
謎
の
神
々
』
新
人
物
往
来
社 

『
日
本
の
中
の
朝
鮮
文
化
３
・
５
』
金
達
寿(

講
談

社) 

『
週
刊
神
社
紀
行
40
』(

学
習
研
究
社) 

『
古
代
の
日
本
海
文
化
』
藤
田
富
士
夫(

中
央
公
論

社) 

『
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
「
古
代
」
謎
の
４
世
紀
』 

『
神
社
の
古
代
史
』 

 

『
歴
史
読
本
』
編
集
部
編(KADOKAWA) 

『
知
っ
て
お
き
た
い
日
本
の
神
社
』
武
光
誠 

(

角
川
学
芸
出
版) 

『
神
社
の
起
源
と
古
代
朝
鮮
』
岡
谷
公
二(

平
凡
社) 

『
日
本
の
神
様
の
す
べ
て
』
橋
詰
久
史
編(

宝
島
社) 
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異 

端 

平 

山  

善 

之 

 

日
本
で
は
、
秀
吉
の
時
代
か
ら
明
治
初
年
に
至
る

ま
で
、
キ
リ
ス
ト
教
が
禁
教
と
さ
れ
、
弾
圧
を
受
け

た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
仏
教
の
一

派
が
、
同
様
に
禁
教
と
さ
れ
、
発
見
さ
れ
し
だ
い
死

罪
・
島
流
し
・
入
牢
等
の
咎
め
を
受
け
た
、
と
い
う

事
実
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。 

そ
れ
は
、
日
蓮
宗
の
「
不
受
不
施
派
」
と
い
わ
れ

る
宗
派
で
、
あ
る
研
究
者
に
よ
れ
ば
、
江
戸
期
に
処

刑
さ
れ
た
も
の
は
、
磔
刑
、
斬
刑
、
牢
死
、
自
害
、

断
食
等
、
人
命
を
失
っ
た
も
の
百
五
十
六
人
、
島
流

し
百
八
十
一
人
が
数
え
ら
れ
る
と
い
う
。
（
影
山
尭

雄
「
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
の
研
究
」
）
入
牢
者
の
数

は
こ
れ
に
数
倍
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
苛
烈
さ
は
、

キ
リ
シ
タ
ン
の
ケ
ー
ス
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。 

キ
リ
ス
ト
教
が
為
政
者
の
政
策
上
の
理
由
で
弾
圧

さ
れ
た
の
は
、
わ
か
ら
な
く
も
な
い
。
日
本
の
従
来

か
ら
の
神
仏
と
い
う
多
神
教
と
全
く
異
質
の
一
神
教

で
も
あ
っ
た
。
島
原
の
乱
も
起
こ
し
て
い
る
。 

し
か
し
、
長
年
日
本
人
に
親
し
ま
れ
て
き
た
仏
教

の
一
派
が
、
い
か
な
る
理
由
で
禁
教
と
さ
れ
た
の

か
、
誰
が
そ
う
決
め
た
の
か
、
興
味
の
あ
る
問
題
で

あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
た
い
。 

 
 
 
 

一 

宗
教
と
い
う
も
の
は
、
す
べ
て
自
分
た
ち
の
教
義

が
唯
一
正
し
い
、
他
宗
は
イ
ン
チ
キ
だ
、
と
い
う
も

の
で
あ
る
。 

古
今
東
西
の
宗
教
を
み
る
に
、
一
神
教
は
排
他
性

が
強
い
。
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
マ
ホ
メ
ッ
ト

教
な
ど
は
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
激
し
い
抗
争

を
繰
り
返
し
て
き
た
。
同
じ
宗
教
の
中
の
派
閥
争
い

と
な
る
と
更
に
激
し
く
、
キ
リ
ス
ト
教
の
新
旧
両
派

の
争
い
は
近
代
に
至
っ
て
漸
く
終
息
し
た
が
、
マ
ホ

メ
ッ
ト
教
の
シ
ー
ア
派
・
ス
ン
ニ
派
の
争
い
は
現
在

も
毎
日
の
ニ
ュ
ー
ス
に
登
場
す
る
。 

多
神
教
は
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
に
見
る
如
く
寛
容

で
あ
る
。
ま
た
、
仏
教
も
、
他
の
宗
教
に
比
べ
れ

ば
、
最
も
寛
容
な
宗
教
と
い
え
よ
う
。 

 

し
か
し
、
仏
教
と
い
え
ど
も
中
に
は
、
他
派
に
対

し
て
攻
撃
的
な
宗
派
も
あ
る
。
日
蓮
宗
は
、
仏
教
の

中
で
は
排
他
性
が
最
も
強
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

日
蓮
宗
に
は
「
四
箇
格
言
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。 

「
念
仏
無
間 

禅
天
魔 

真
言
亡
国 

律
国
賊
」 

 

（
諌
暁
八
幡
抄
） 

念
仏
は
無
間
地
獄
に
堕
ち
る
業
因
で
あ
る
、
禅
は

天
魔
の
行
為
で
あ
る
、
真
言
は
亡
国
の
原
因
で
あ

る
、
律
は
国
の
賊
で
あ
る
、
と
し
て
浄
土
宗
や
他
宗

派
を
攻
撃
し
た
。 

 

日
蓮
は
鎌
倉
時
代
に
比
叡
山
で
修
行
後
、
法
華
宗

と
い
う
新
し
い
宗
派
を
興
し
た
。
先
行
す
る
浄
土

宗
、
禅
宗
、
真
言
宗
、
律
宗
、
な
ど
と
の
差
別
化
の

た
め
に
、
そ
れ
ら
が
い
か
に
間
違
っ
て
い
る
か
を
強

調
せ
ざ
る
を
得
ず
、
勢
い
激
し
い
言
葉
を
用
い
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
教
義
面
か
ら
み
て
も
、
先
行
各

派
が
自
己
一
身
の
魂
の
安
楽
を
願
う
、
来
世
指
向
型

で
あ
る
の
に
対
し
、
日
蓮
宗
は
こ
の
世
を
よ
く
す
る

た
め
に
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
現
世
指
向
型
と

い
う
違
い
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
折
柄
の
元
寇
の
危

難
に
「
ひ
た
す
ら
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
唱
え
、
国
家

あ
げ
て
法
華
宗
に
帰
す
れ
ば
救
わ
れ
る
」
と
辻
説
法

を
し
た
。 

日
蓮
宗
は
ど
う
し
て
も
政
治
性
が
つ
よ
く
な
る
。

日
蓮
の
「
立
正
安
国
論
」
は
時
の
政
権
に
、
か
く
あ

る
べ
し
、
と
い
う
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
諌
暁
と
言

っ
て
、
常
に
為
政
者
に
説
教
し
て
き
た
の
が
、
こ
の

宗
派
の
特
徴
で
あ
る
。（
今
日
、
創
価
学
会
が
公
明

党
と
い
う
別
働
隊
を
使
っ
て
政
治
に
関
与
し
て
い
る

の
は
、
こ
の
伝
統
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。） 

こ
の
為
、
他
派
と
の
争
い
は
、
格
段
に
多
い
。
為

政
者
も
何
度
も
手
を
焼
い
て
、
双
方
を
呼
び
出
し
て

宗
教
論
争
を
や
ら
せ
て
、
黒
白
の
判
定
を
く
だ
し
て
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き
た
。
と
り
わ
け
浄
土
宗
と
の
喧
嘩
は
度
々
で
有
名

な
も
の
で
は
信
長
の
「
安
土
争
論
」
（
一
五
七
九
）、

家
康
の
「
江
戸
城
争
論
」
（
一
六
〇
八
）
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
日
蓮
宗
が
負
け
て
い
る
の
は
、
判
定
者
も

日
蓮
宗
の
強
引
さ
を
面
憎
く
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 
 

 
 

二 

こ
う
し
た
攻
撃
性
の
強
い
姿
勢
は
、
同
じ
日
蓮
宗

の
内
部
の
対
立
抗
争
と
の
場
合
も
、
他
宗
に
な
い
苛

烈
な
様
相
を
呈
す
る
。
そ
し
て
、
日
蓮
宗
と
い
う
宗

派
は
、
他
宗
以
上
に
内
部
抗
争
の
火
種
が
多
か
っ

た
。 日

蓮
は
武
蔵
の
池
上
で
没
す
る
直
前
、
六
人
の
高

弟
に
後
事
を
託
し
た
。
六
人
は
「
不
次
第
」
す
な
わ

ち
順
不
同
、
上
下
な
し
と
し
た
。
六
老
僧
或
い
は
本

弟
子
と
い
う
。
こ
の
六
人
は
各
人
が
各
地
で
弟
子
を

養
成
し
た
か
ら
、
自
然
に
派
閥
を
な
し
て
い
っ
た
。

こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
「
門
流
」
と
い
う
。 

ま
た
、
教
義
上
も
、
法
華
経
の
解
釈
や
読
経
の
仕

方
を
め
ぐ
っ
て
相
違
が
生
じ
て
対
立
す
る
。「
一
致

勝
劣
）
の
争
い
と
い
う
。 

更
に
は
、
東
西
の
反
目
も
あ
っ
た
。
日
蓮
没
後
、

孫
弟
子
日
像
が
京
都
に
は
い
り
、
説
教
に
努
め
て
以

降
、
特
に
室
町
時
代
に
入
っ
て
か
ら
爆
発
的
に
教
勢

が
伸
張
し
た
。
京
都
で
は
町
衆
と
呼
ば
れ
る
商
工
業

者
階
級
、
芸
術
家
、
芸
能
者
が
社
会
的
地
位
を
高

め
、
大
き
な
勢
力
と
な
っ
た
が
、
彼
ら
が
日
蓮
宗
の

現
世
指
向
型
の
教
義
に
共
鳴
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
、

下
京
区
を
中
心
に
日
蓮
宗
だ
け
で
二
十
四
も
の
本
山

を
擁
す
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
関
東
に
い
る

信
徒
か
ら
み
る
と
あ
ま
り
快
い
話
で
は
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
日
蓮
は
上
総
の
出
身
、
六
老
僧
は
皆
関
東

で
活
動
し
て
死
ん
だ
が
関
係
寺
院
も
多
い
。
東
西
の

対
抗
意
識
な
ど
も
潜
在
し
た
と
思
う
。 

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
対
立
を
バ
ッ
ク
に
「
不
受
不

施
問
題
」
が
大
き
く
な
っ
て
く
る
。 

 
 
 
 

三 

四
箇
格
言
を
標
榜
す
る
日
蓮
宗
は
、
他
宗
派
の
者

か
ら
の
施
し
は
受
け
な
い
、
他
宗
派
へ
の
施
し
は
し

な
い
、
と
し
て
き
た
。
こ
れ
が
「
不
受
不
施
」
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。 

日
蓮
宗
が
ま
だ
広
が
ら
ず
、
教
団
が
小
さ
な
頃
は

そ
れ
も
良
か
っ
た
。
し
か
し
、
次
第
に
大
き
く
な

り
、
付
き
合
い
が
広
が
る
と
不
都
合
が
で
て
き
た
。

上
流
階
級
、
貴
顕
と
交
わ
る
よ
う
に
な
る
、
京
都
の

本
山
寺
院
の
主
に
は
藤
原
家
や
足
利
家
の
出
自
の
僧

侶
も
で
て
く
る
。
天
皇
の
勅
願
寺
に
な
っ
た
り
す
る

と
、
当
然
、
信
徒
で
は
な
い
貴
人
か
ら
供
養
（
接
待

や
施
し
）
が
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
る
か
、
受
け
な
い

か
。
将
軍
家
の
法
事
の
よ
う
に
、
宗
派
の
掟
だ
か

ら
、
出
ら
れ
ま
せ
ん
と
言
い
切
れ
な
い
場
合
が
出
て

く
る
。
室
町
時
代
、
将
軍
家
の
祖
先
供
養
に
招
か
れ

た
際
に
、
宗
派
の
掟
を
理
由
に
辞
退
し
、
聞
き
届
け

ら
れ
た
例
も
あ
る
。 

弱
い
権
力
者
で
あ
れ
ば
そ
れ
も
出
来
た
。
し
か

し
、
強
い
将
軍
が
、「
幕
命
に
そ
む
く
か
」
と
言
い

出
し
た
ら
、
教
団
が
潰
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
王
侯
除
外
制
と
い
う
理
論
が
生
じ
て
き
た
。

一
般
的
に
は
駄
目
だ
が
、
国
主
か
ら
言
っ
て
来
た

ら
、
そ
の
時
は
受
け
る
、
と
い
う
ご
都
合
主
義
、
長

い
も
の
に
は
巻
か
れ
ろ
、
と
い
う
も
の
だ
。
当
然
、

内
部
か
ら
反
対
が
生
じ
た
。「
国
主
も
一
般
庶
民
も

仏
法
の
前
に
は
同
列
で
特
例
を
認
め
る
べ
き
で
は
な

い
。」
と
い
う
不
受
貫
徹
主
義
で
あ
る
。
そ
し
て
、

自
分
た
ち
が
日
蓮
の
教
え
を
正
し
く
伝
え
る
正
統
派

で
あ
る
と
主
張
す
る
。 

文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
九
月
、
豊
臣
秀
吉
は
京

都
東
山
妙
法
院
（
方
広
寺
）
大
仏
の
千
僧
供
養
を
営

む
に
あ
た
り
、
日
蓮
宗
に
も
各
宗
と
共
に
出
仕
す
る

よ
う
命
じ
た
。
京
都
の
日
蓮
宗
諸
寺
は
大
騒
ぎ
に
な

っ
た
が
、
結
局
大
勢
は
王
侯
除
外
を
楯
に
、
受
け

た
。
ひ
と
り
反
対
し
た
の
が
妙
覚
寺
の
日
奧
で
あ
っ

た
。 後

に
日
奧
は
大
坂
城
へ
よ
び
だ
さ
れ
、
受
不
施
派

の
日
重
ら
と
対
論
を
し
た
。
こ
れ
が
、
公
式
の
場
に

お
け
る
受
・
不
受
の
対
決
の
始
め
で
あ
る
。
大
坂
城
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対
論
（
一
五
九
九
）
と
い
う
。
こ
れ
は
秀
吉
の
死
の

翌
年
で
あ
る
。
大
老
徳
川
家
康
は
、
日
奧
を
説
得
し

妥
協
案
ま
で
だ
し
た
が
従
わ
な
か
っ
た
の
で
「
公
儀

の
命
に
背
い
た
」
と
し
て
日
奧
を
対
馬
へ
流
罪
に
処

し
た
。 

日
奧
は
、
十
三
年
後
赦
さ
れ
て
京
都
に
帰
り
、
引

き
続
き
「
不
受
不
施
」
を
唱
え
、
従
う
者
も
多
か
っ

た
。 

 
 

 
 

四 

徳
川
幕
府
の
宗
教
政
策
は
、
仏
教
各
派
に
、
総
本

山
を
置
き
、
総
本
山
を
し
て
派
内
を
統
率
せ
し
め

る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
支
配
体
系
は
浄

土
真
宗
の
よ
う
に
宗
祖
親
鸞
の
血
統
を
引
く
者
が
統

率
し
て
い
る
宗
派
は
い
い
が
、
日
蓮
宗
の
よ
う
な
集

団
指
導
型
宗
派
は
激
し
い
総
本
山
争
い
と
な
り
、
そ

の
中
で
幕
府
が
総
本
山
と
認
め
た
の
が
身
延
山
久
遠

寺
で
あ
る
。 

久
遠
寺
は
そ
れ
ま
で
は
関
東
諸
本
山
の
一
つ
に
過

ぎ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
結
果
日
蓮
宗
全
て
の
触
れ
頭

と
な
り
、
諸
寺
は
そ
の
統
率
に
服
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
池
上
本
門
寺
、
中
山
法
華
経
寺
、
小
湊
誕
生
寺

な
ど
に
し
て
み
れ
ば
甚
だ
面
白
く
な
い
。
こ
の
頃
身

延
山
久
遠
寺
の
法
主
、
二
十
一
世
日
乾
、
二
十
二
世

日
遠
は
京
都
本
満
寺
出
身
で
あ
っ
た
か
ら
、
東
西
の

対
抗
意
識
も
働
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

本
満
寺
は
大
坂
城
対
論
の
日
重
の
寺
、
受
不
施
派

の
首
魁
で
あ
る
。
し
か
し
、
江
戸
や
関
東
の
諸
寺
・

信
徒
は
不
受
不
施
を
信
奉
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

大
体
、
田
舎
の
ほ
う
が
純
粋
な
も
の
で
あ
る
。 

総
本
山
と
し
て
宗
派
内
を
統
率
し
て
い
く
為
に
、

身
延
山
と
し
て
は
、
不
受
不
施
派
を
な
ん
と
か
退
治

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
関
東
の
大
き
な
寺
を
自
派

の
も
の
で
掌
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
焦
燥

感
に
か
ら
れ
て
き
た
。
統
率
が
う
ま
く
い
か
な
け
れ

ば
総
本
山
失
格
と
し
て
そ
の
地
位
を
失
う
。 

理
論
か
ら
言
え
ば
不
受
不
施
の
ほ
う
が
日
蓮
宗
の

正
統
と
い
え
る
し
、
民
衆
に
も
わ
か
り
や
す
い
。
身

延
山
久
遠
寺
の
取
っ
た
策
は
、
幕
府
を
動
か
し
、
公

権
力
を
以
て
、
押
さ
え
つ
け
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
か
っ
て
、
家
康
が
日
奧
を
流
罪
に
し
た
事
実

を
あ
げ
、「
大
権
現
様
の
決
定
さ
れ
た
こ
と
」
と
し

て
不
受
不
施
派
は
異
端
、
邪
教
で
あ
る
と
い
う
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
幕
府
要
路
に
猛
烈
な
運
動
を
始
め

る
。 幕

府
当
局
と
し
て
は
、「
不
受
不
施
問
題
」
な
ど

と
い
う
教
義
に
関
す
る
こ
と
に
は
関
与
し
た
く
な

い
、
と
い
う
気
分
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
察
せ
ら

れ
る
。
大
名
や
幕
閣
に
も
法
華
の
信
徒
は
沢
山
い
る

し
、
不
受
不
施
を
是
と
す
る
者
も
多
い
。
家
康
と
て

教
義
の
理
非
を
判
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
命
に
従

わ
な
い
か
ら
罰
し
た
ま
で
で
あ
る
。 

慶
長
七
年
（（
一
六
〇
二
）
伝
通
院
（
家
康
の

母
）
の
葬
儀
に
日
蓮
宗
の
関
東
諸
寺
は
小
石
川
の
壽

経
寺
で
諷
経
、
供
養
は
受
け
な
か
っ
た
。 

元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
家
康
の
葬
儀
に
日
蓮
宗

関
東
諸
寺
は
武
州
仙
波
喜
多
院
で
諷
経
し
た
が
、
供

養
は
受
け
な
か
っ
た
。 

元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
十
月
、
将
軍
秀
忠
は
、

永
代
、
不
受
不
施
公
許
の
御
教
書
（
折
紙
）
を
、
京

都
所
司
代
板
倉
伊
賀
守
勝
重
を
通
じ
て
下
し
た
。 

寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
崇
徳
院
（
家
光
の
母
）

の
葬
儀
に
日
蓮
宗
の
関
東
諸
寺
は
増
上
寺
で
諷
経

し
、
池
上
本
門
寺
、
中
山
法
華
経
寺
ら
は
供
養
は
受

け
な
か
っ
た
。
身
延
山
久
遠
寺
は
受
け
た
。 

こ
れ
ら
の
例
は
幕
府
当
局
の
空
気
を
よ
く
表
し
て

い
る
。
し
か
し
、
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
家
光
の

葬
儀
に
な
る
と
、
従
前
の
よ
う
に
、
供
養
は
受
け
な

い
が
諷
経
し
た
い
と
い
う
願
い
は
許
可
さ
れ
な
か
っ

た
。
お
そ
ら
く
受
派
側
が
懸
命
に
運
動
し
て
阻
止
し

た
も
の
ら
し
い
。 

 
 
 

 

五 

身
延
山
の
幕
府
へ
の
働
き
か
け
は
猛
烈
で
あ
っ

た
。 
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寛
永
元
年
、
身
延
山
二
十
一
世
日
乾
は
秀
忠
の
御

教
書
破
棄
の
訴
訟
を
起
こ
し
て
い
る
。
翌
二
年
本
満

寺
の
日
暹(

に
っ
せ
ん)

が
不
受
不
施
派
を
訴
え
た
と

い
う
が
、
寛
永
五
年
に
な
る
と
、
こ
の
日
暹
が
身
延

山
二
十
六
世
と
な
っ
た
。
同
六
年
二
月
、
日
暹
は
池

上
本
門
寺
の
日
樹
を
寺
社
奉
行
に
訴
え
て
で
た
。
日

乾
・
日
遠
・
日
暹
と
三
人
の
新
旧
身
延
山
法
主
（
い

ず
れ
も
本
満
寺
出
身
）
は
江
戸
に
滞
在
し
た
ま
ま
三

年
、
本
門
寺
攻
撃
、
不
受
不
施
禁
制
訴
訟
を
続
け
た

ら
し
い
。
（
「
身
延
山
史
」
）
こ
の
頃
、
身
延
山
と
い

え
ど
も
、
不
受
不
施
は
一
般
的
に
は
守
る
、
王
侯
だ

け
例
外
を
認
め
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
大

差
は
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
身
延
対
反
身

延
」
の
抗
争
と
い
っ
た
趣
が
あ
り
、
関
東
の
庶
民
は

反
身
延
派
が
圧
倒
的
だ
っ
た
ら
し
い
。
身
延
と
し
て

は
、
こ
れ
を
何
と
か
「
公
権
力
対
不
受
不
施
派
」
と

い
う
構
図
に
持
っ
て
い
き
た
い
わ
け
で
あ
る
。
錦
の

御
旗
は
「
権
現
様
の
お
裁
き
（
大
坂
城
対
論
）」
で

あ
る
。 

幕
府
も
放
っ
て
置
け
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、

つ
い
に
身
延
・
池
上
両
者
を
呼
び
、
対
決
さ
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
。 

寛
永
七
年
二
月
二
十
一
日
、「
身
池
対
論
」
は
酒

井
雅
樂
頭
邸
で
、
酒
井
以
下
年
寄
り
と
、
判
者
と
し

て
天
海
（
天
台
宗
）
・
崇
伝
（
禅
宗
）
他
、
両
派
か

ら
は
池
上
の
日
樹
・
身
延
の
日
暹
ら
各
六
名
出
席
し

て
行
わ
れ
た
。
こ
の
記
録
は
二
本
あ
り
池
上
本
で
は

本
門
寺
側
が
、
身
延
本
で
は
久
遠
寺
側
が
そ
れ
ぞ
れ

勝
っ
た
と
し
て
お
り
、
真
相
不
明
で
あ
る
。
後
世
書

か
れ
た
ら
し
い
徳
川
家
の
公
式
記
録
で
は
、
身
延
山

久
遠
寺
の
勝
利
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
寛
文
の
禁

制
以
後
書
か
れ
た
ら
し
い
。（
宮
崎
英
修
「
禁
制
不

受
不
施
派
の
研
究
」）
そ
し
て
、
こ
の
日
、
理
非
の

裁
定
は
出
さ
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
双
方
が
勝
っ

た
、
と
称
し
て
い
た
。 

三
月
四
日
、
小
石
川
伝
通
院
で
家
光
の
姉
（
京
極

若
狭
守
妻
）
の
葬
儀
が
あ
り
、
日
樹
、
日
暹
共
に
読

経
し
た
が
、
布
施
は
受
け
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
れ

に
も
勢
い
を
得
て
日
樹
は
三
月
二
十
一
日
、
寺
社
奉

行
に
身
延
処
断
を
訴
え
出
て
い
る
。 

三
月
二
十
六
日
と
二
十
九
日
の
両
日
、
江
戸
城
西

丸
で
両
者
の
審
問
が
あ
り
、
四
月
一
日
、
判
決
が
あ

っ
た
が
そ
の
内
容
は
、
日
樹
は
上
意
違
背
の
罪
で
伊

那
へ
流
罪
、
中
山
、
小
湊
以
下
の
諸
寺
住
職
も
国
内

各
地
に
流
罪
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。 

こ
の
判
決
は
、
教
義
の
理
非
は
判
定
せ
ず
、
身
延

の
総
本
山
と
し
て
の
指
揮
権
を
認
め
、
こ
れ
に
従
わ

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
日
樹
ら
六
人
の
僧
を
追
放
処

分
に
し
た
も
の
ら
し
い
。
追
放
さ
れ
た
寺
に
は
身
延

か
ら
後
任
が
送
り
込
ま
れ
た
。 

身
延
山
は
形
式
的
に
は
勝
利
を
収
め
た
の
で
あ

る
。
思
う
に
、
不
受
不
施
派
は
対
論
の
勝
利
を
確
信

し
、
な
ん
ら
手
を
打
た
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
身
延

側
は
懸
命
の
裏
面
工
作
を
お
こ
な
っ
た
ら
し
い
。 

一
つ
に
は
、
支
援
者
で
あ
る
。
身
延
に
は
お
万
の

方
（
家
康
の
側
室
。
頼
宣
・
頼
房
の
母
）
の
縁
で
、

紀
州
・
水
戸
の
徳
川
家
が
身
延
山
の
後
ろ
盾
で
あ
っ

た
。
二
つ
に
は
新
旧
三
人
の
身
延
山
法
主
が
江
戸
に

は
り
つ
い
て
い
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
脈
を

駆
使
し
て
自
派
の
為
に
働
き
か
け
た
で
あ
ろ
う
。
第

三
に
、
こ
れ
は
ま
っ
た
く
の
推
量
で
あ
る
が
、
相
当

の
カ
ネ
も
使
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。 

大
体
、
幕
府
に
と
り
ど
ち
ら
で
も
い
い
問
題
で
あ

る
。
日
蓮
宗
が
あ
げ
て
不
受
不
施
だ
と
い
っ
て
、
葬

儀
や
法
事
に
出
て
こ
な
い
、
と
い
う
な
ら
問
題
だ

が
、
日
蓮
宗
と
し
て
は
、
出
て
き
て
命
令
に
従
っ
て

い
る
の
だ
か
ら
、
あ
と
は
宗
派
内
の
統
率
の
問
題
と

し
て
「
関
与
せ
ず
」
で
も
良
か
っ
た
。 

こ
う
い
う
時
、
手
ぶ
ら
で
頼
み
に
い
く
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
身
延
山
は
要
路
の
あ
ち
こ
ち
に
相
当
の

賄
賂
を
ば
ら
撒
い
た
で
あ
ろ
う
。 

と
こ
ろ
が
、
関
東
で
は
、
末
寺
に
至
る
ま
で
圧
倒

的
に
正
統
不
受
不
施
派
が
つ
よ
く
、
身
延
の
い
う

「
王
侯
除
外
論
」
を
受
け
付
け
な
い
。
身
池
対
論
の

結
果
は
身
延
が
勝
っ
た
と
し
て
も
身
延
と
し
て
は
、
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終
わ
ら
な
い
。
池
上
本
門
寺
な
ど
は
、
身
延
山
に
誓

紙
を
出
し
て
服
従
し
た
が
、
今
度
は
そ
の
末
寺
が
従

わ
な
い
。
強
行
す
れ
ば
僧
は
寺
を
出
て
庵
を
結
び
、

檀
家
は
み
な
そ
ち
ら
へ
つ
い
て
い
く
。
不
受
不
施
派

を
禁
止
し
て
、
末
寺
を
受
不
施
に
転
向
さ
せ
な
け
れ

ば
、
第
一
、
本
山
の
経
営
が
立
ち
行
か
な
い
の
だ
。

そ
の
禁
止
を
公
権
力
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。 

同
年
六
月
七
日
、
身
延
の
三
人
（
日
乾
・
日
遠
・

日
暹
）
は
揃
っ
て
将
軍
家
光
に
会
い
、
不
受
不
施
派

の
全
面
禁
止
を
訴
え
る
。
し
か
し
、
望
む
結
果
は
え

ら
れ
な
か
っ
た
。 

身
延
は
引
き
続
き
禁
止
発
令
を
求
め
、
幕
府
の
要

路
に
運
動
を
続
け
た
。 

 
 

 
 

六 

身
延
山
が
目
的
を
果
た
す
の
は
、
二
十
八
世
日
奠

に
至
っ
て
か
ら
で
あ
る
。 

二
十
六
世
日
暹
は
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
没
し
、

二
七
世
日
境
が
後
を
継
い
だ
。
承
応
元
年
（
一
六
五

二
）
日
境
は
な
お
身
延
に
従
わ
な
い
中
山
法
華
経
寺

ら
不
受
不
施
派
の
五
寺
の
住
職
を
訴
え
出
て
い
る

が
、
以
後
毎
年
の
よ
う
に
、
多
い
時
は
年
に
数
度
、

訴
え
を
起
こ
し
て
い
る
。
日
境
が
死
ぬ
と
跡
を
継
い

だ
日
伝
（
後
に
日
奠
）
が
訴
訟
を
く
り
か
え
し
た
。

日
奠
は
寛
文
七
年
に
没
す
る
ま
で
八
年
間
在
位
し
た

が
、
そ
の
う
ち
三
年
は
江
戸
に
詰
め
て
い
た
と
い

う
。
日
奠
の
頃
に
な
る
と
、
身
延
山
は
一
般
人
の
不

受
も
変
更
し
、「
貰
う
も
の
は
貰
う
」
と
い
う
完
全

な
「
受
不
施
」
論
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。 

寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）、
身
延
山
の
日
奠
が
躍

り
上
が
っ
て
喜
ぶ
事
態
が
起
き
た
。 

幕
府
は
全
国
の
寺
社
に
「
朱
印
状
改
め
」
を
下
令

す
る
。
こ
の
頃
、
俗
界
で
も
領
地
争
い
、
境
界
紛
争

が
多
発
し
て
い
た
た
め
か
、
寺
や
神
社
の
所
領
に
つ

い
て
も
こ
れ
を
調
べ
直
し
、
改
め
て
朱
印
状
を
発
行

す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。 

大
名
や
幕
府
が
寺
領
を
寄
進
す
る
の
は
、
供
養
で

あ
る
、
と
い
う
論
理
に
基
づ
け
ば
不
受
不
施
派
は
こ

れ
を
受
け
ら
れ
な
い
は
ず
だ
。
朱
印
状
を
受
け
る

時
、
請
書
を
出
さ
せ
、
そ
の
中
に
、「
供
養
と
し
て

頂
戴
し
ま
す
」
と
い
う
文
言
を
入
れ
る
よ
う
に
す
れ

ば
良
い
。
身
延
山
は
請
書
の
文
案
ま
で
作
成
し
た
と

い
う
か
ら
、
朱
印
状
改
め
自
体
が
身
延
の
考
案
か
も

し
れ
ぬ
。 

老
中
久
世
大
和
守
か
ら
、「
朱
印
状
下
賜
は
供
養

で
あ
る
」
と
の
申
渡
し
を
受
け
不
受
不
施
派
は
割
れ

た
。 「

受
け
取
ら
な
い
」
と
い
う
純
粋
派
と
、「
い

や
、
寺
領
は
仁
恩
と
し
て
下
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、

受
け
取
る
」
と
い
う
妥
協
派
で
あ
る
。
後
者
を
非
田

不
受
不
施
派
と
い
う
。 

と
も
あ
れ
、
こ
れ
で
「
身
延
対
反
身
延
」
の
抗
争

を
、
明
確
に
「
公
権
力
対
不
受
不
施
派
」
と
い
う
構

図
に
代
え
得
る
。
朱
印
状
を
貰
わ
ず
に
寺
を
続
け
れ

ば
「
お
上
に
楯
突
く
不
届
き
も
の
」
と
な
る
。 

 
 
 

 

七 
 

更
に
決
定
的
な
打
撃
は
「
寺
請
禁
止
」
で
あ
ろ

う
。 寛

文
九
年
（
一
六
六
九
）
四
月
三
日
、
幕
府
は
新

た
な
禁
令
を
だ
し
た
。 

「
公
儀
え
書
物
を
致
さ
ざ
る
不
受
不
施
派
之
日

蓮
宗
寺
請
に
取
る
べ
か
ら
ず
。
町
中
五
人
組
切

に
立
相
、
こ
れ
を
改
め
、
借
屋
た
な
か
り
、
借

地
者
は
其
地
主
よ
り
こ
れ
を
改
め
紛
れ
な
き
様

に
檀
那
寺
と
引
合
せ
吟
味
塚
ま
つ
り
寺
請
状
を

取
申
べ
き
事 

以
上
」 

書
き
物
致
さ
ざ
る
と
は
、
非
田
派
の
こ
と
。
寺
請

と
は
、
檀
那
寺
が
発
行
す
る
身
分
証
明
書
で
、
今
後

不
受
不
施
派
の
寺
の
寺
請
状
は
認
め
な
い
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
寺
は
行
政
組
織
の
末
端
と
し
て
機
能
し

て
い
た
が
、
不
受
不
施
派
の
寺
か
ら
は
そ
の
機
能
を

取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
身
延
山
か
ら
、

再
三
、
執
拗
な
働
き
か
け
の
結
果
で
あ
ろ
う
。 

寛
文
五
年
以
降
、
急
転
直
下
に
幕
府
が
関
与
し
た

に
つ
い
て
、
こ
の
年
、
加
賀
爪
甲
斐
守
直
澄
と
い
う

旗
本
が
寺
社
奉
行
に
就
任
、
身
延
山
に
賄
賂
で
篭
絡
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さ
れ
た
結
果
だ
と
見
る
人
が
当
時
か
ら
多
か
っ
た
そ

う
で
あ
る
。 

  

甲
斐
爪
に
吹
き
た
お
さ
る
る
不
受
不
施
は 

流
る
る
水
の
あ
わ
と
こ
そ
な
れ 

 

加
賀
爪
に
か
き
や
ぶ
ら
れ
し
法
華
宗 

い
た
や
か
い
や
と
い
ふ
は
不
受
不
施 

 

な
ど
と
い
う
落
首
が
江
戸
市
内
に
出
さ
れ
た
と
い

う
。
（
「
禁
制
不
受
不
施
派
の
研
究
」
宮
崎
英
修
） 

加
賀
爪
甲
斐
守
は
寛
文
五
年
か
ら
十
年
ま
で
寺
社

奉
行
の
職
に
あ
っ
た
が
、
十
年
十
二
月
免
職
に
な
り

閉
門
と
な
っ
て
い
る
。（
「
柳
営
補
任
」
と
い
う
江
戸

幕
府
の
任
命
記
録
に
よ
れ
ば
、
幕
府
の
寺
社
奉
行
に

任
命
さ
れ
た
も
の
は
一
九
四
人
、
う
ち
、
四
人
が
召

放
閉
門
の
処
分
を
う
け
て
い
る
。
） 

と
も
あ
れ
、
こ
れ
ら
の
措
置
を
も
っ
て
、
禁
断
と

い
う
成
文
法
は
な
い
も
の
の
事
実
上
禁
制
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
を
不
受
不
施
派
で
は
「
寛
文
の
惣

滅
」
と
い
う
。 

思
う
に
、
不
受
不
施
派
を
禁
制
と
し
た
の
は
、
身

延
山
二
十
八
世
法
主
日
奠
と
寺
社
奉
行
加
賀
爪
直
澄

の
二
人
に
帰
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
何
代
に

も
わ
た
る
訴
訟
の
結
果
で
は
あ
る
が
。 

こ
の
後
も
、
毎
年
の
よ
う
に
身
延
山
か
ら
幕
府
に

不
受
不
施
派
摘
発
の
訴
訟
が
だ
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

を
み
る
と
、
地
下
へ
潜
っ
た
形
で
、
隠
れ
切
支
丹
の

よ
う
に
不
受
不
施
の
信
仰
を
守
る
人
々
が
い
た
こ
と

を
も
の
が
た
っ
て
い
る
。
一
般
信
徒
は
表
面
受
派
の

寺
の
檀
家
を
装
い
、
暮
夜
ひ
そ
か
に
集
ま
り
、
不
受

不
施
派
の
僧
を
囲
ん
で
信
仰
活
動
を
お
こ
な
う
の
で

あ
る
。 

そ
う
し
た
活
動
に
対
す
る
訴
え
が
度
々
出
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
切
支
丹
ほ
ど
は
、
幕
府
も
取
り
締

ま
り
に
熱
は
入
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
し

か
し
、
訴
人
が
あ
れ
ば
逮
捕
せ
ざ
る
を
得
ず
、
明
治

九
年
に
「
不
受
不
施
派
お
か
ま
い
な
し
」
と
新
政
府

が
布
告
す
る
ま
で
、
遠
島
、
入
牢
な
ど
は
続
い
た
。 

解
禁
さ
れ
た
時
、
こ
の
派
の
信
者
は
数
万
人
で
あ

っ
た
と
い
う
。 

私
の
父
の
実
家
も
そ
の
内
の
一
人
で
あ
る
。
父
の

家
は
、
千
葉
県
香
取
郡
多
古
町
に
戦
国
時
代
か
ら
居

住
し
て
い
た
ら
し
い
が
、
こ
の
界
隈
は
岡
山
県
と
並

ん
で
不
受
不
施
派
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
寛
政
六

年
、
多
古
法
難
と
呼
ば
れ
る
取
締
ま
り
が
あ
り
、
僧

侶
一
二
名
が
捕
縛
さ
れ
て
一
人
流
罪
、
十
一
名
牢

死
、
在
家
も
七
人
が
牢
死
し
て
い
る
。 

祖
母
の
実
家
は
多
古
町
島
、
旧
嶋
村
で
一
村
挙
げ

て
不
受
不
施
派
で
あ
っ
た
。
捕
吏
が
踏
み
込
ん
で
来

た
と
き
、
僧
侶
を
逃
が
し
た
り
匿
う
時
間
稼
ぎ
の
た

め
に
。
村
内
は
道
が
迷
路
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

「
行
商
人
泣
か
せ
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
ま

た
、
屋
敷
内
に
隠
し
部
屋
を
設
け
て
あ
っ
た
家
も
あ

っ
た
。（
私
は
そ
れ
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ

る
。）
天
保
九
年
、
村
で
三
二
名
が
捕
え
ら
れ
、
五

人
は
江
戸
送
り
と
な
っ
て
い
る
。 

島
に
正
覚
寺
と
い
う
寺
が
あ
り
、
禁
教
時
代
は
受

派
で
解
禁
後
不
受
不
施
派
に
復
し
た
。
現
在
、
無
住

で
私
の
従
兄
な
ど
在
家
信
徒
が
役
員
と
し
て
寺
を
維

持
し
て
い
る
。 
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